
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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10 * 6 10 0 1 7 9 2 4 2 6 0 1 2 0
12 * 1 9 3 4 2 2 3 3 5 8 2 2 3 0
13 * 0 1 7 11 4 7 3 3 6 9 3 2 2 0
34 * 0 0 2 11 2 2 2 4 1 5 4 3 0 0
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10 * 2 10 1 3 8 9 2 1 6 7 5 2 2 0
21 * 0 2 2 7 1 2 2 0 2 2 0 1 2 0
22 * 0 0 4 8 1 2 3 2 7 9 4 2 0 0
55 * 0 0 9 14 1 1 4 6 11 17 3 3 1 0
75 * 3 7 2 4 2 2 3 2 1 3 1 2 0 0
1 0 0 1 2 3 0 0 3 0 1 1 2 0 0 0
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.14
流通科学大学開始時間 14:30

会　　場 大阪教育大学体育館
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戦評
試合開始直後から、流通科学大学は積極的なディフェンスから得点を重ねていくも、大阪経済大学がゾーンディフェ
ンスに切り替えてからは両者一歩も引かない展開となった。後半も一進一退の攻防が続き、終盤は大経大がファウル
ゲームで追撃をはかるも、流科大が勝負所でフリースローを決め、流科大が逃げ切る形となった。第１ピリオド、流科
大#10古香の３Ｐシュートで試合が始まる。流科大が序盤から積極的にディフェンスを仕掛け、大経大のミスに乗じて
着実に流科大が加点していく。3分が過ぎ、7-0流科大リードの場面で大経大がタイムアウトを請求し、立て直しを図
る。タイムアウトあけ、大経大は2-3ゾーンディフェンスを仕掛けるも、流科大のオフェンスを防ぎきれない。大経大の
ゾーンディフェンスが徐々に効き始め、流れが傾き始めたところで、25-17流科大リードで第１ピリオド終了。第２ピリオ
ド、大経大は引き続きゾーンディフェンスを仕掛ける。両チーム得点を重ねていき、34-25流科大リードの場面で、流
科大タイムアウトを請求。流科大はファウルが重なり、大経大が徐々に点差を縮めていくも、流科大#13小椋が得点を
重ねていく。残り30秒となったところで大経大が流科大をとらえるも#13小椋のバスケットカウントなどにより42-38流科
大リードで前半を折り返した。第３ピリオド、開始から両チームとも一歩も引かない展開となった。流れを掴めない大経
大はタイムアウトを請求。しかしながらタイムアウト後も流れは変わらず、57-54流科大リードで最終ピリオドへ突入。第
４ピリオド、序盤は第３ピリオドと変わらない展開が続いた。お互い得点を重ねあい、大経大にミスが出たところで大経
大タイムアウトを請求する。しかし、流科大#77井上の３Pシュートが入り、点差を広げる。対する大経大は#10古家の３
Pシュートで必死に喰らいつく。残り1分、72-68流科大リードのところで大経大後半最後のタイムアウトを請求し、勝負
に出る。タイムアウトあけのフリースローを#10古香が2本入れるも、大経大#55三島がシュートを決め、流科大タイムア
ウトを請求する。終盤、大経大はファウルゲームを選択し、それによってフリースローのチャンスを得た流科大#13小椋
だが2本とも外し、チャンスを生かしきれない。大経大は、#75古和がシュートをねじ込み、1点差にまで迫ったが、流科
大#12新宅にフリースローを与えてしまい、それを2本ともしっかりと決められ、78-75流科大の勝利となった。
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